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いつも PTA 活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

 年内最後の PTA だよりです。今までの活動をご紹介させていただきます。 

献血へのご協力ありがとうございました。 

◉10/24㈯ 北陵公民館で行いました。地域の方々の参加も多く、北陵地区の優しさが感じら

れました。 

また、事前準備としてのポスター作り、掲示などは赤十字血液センターや川西市献血推進協議

会北支部の「それいゆ」さんのご協力もあり、作業量を減らしてできるだけの活動でしたが、多

くの勉強をさせていただきました。 

11/24㈫ 献血推進協議会 PTA 研修会へ参加しました。兵庫県赤十字血液センターの方の講

義とセンター施設見学。朝早くから参加いただいた皆様ありがとうございました。 

ブロック長選出ご協力ありがとうございました。 

 10 月から募集しておりましたブロック長の募集を終わりにいたします。まだ決定していない

ブロックもありますが、今後は学校と対象ブロックの保護者の方で決めていくことになります。

今後も子どもたちの安全のための活動へのご協力をお願いいたします。 

ボランティア活動への参加ありがとうございます。 

 ◉11/５㈭花いっぱい運動への参加ありがとうございました。お天気も良く園芸委員の子ども

たちや北陵こども大学の地域の方々と協力してたくさんのお花を植えることができました。お

花を見る人の心が癒されたり、子どもたちのなぜ？どうして？のきっかけになるといいですね。 

 ◉図書ボランティアへの参加ありがとうございます。多くの方にご参加いただき、司書の先

生がおられない火曜日～金曜日の 20 分休みと昼休みに図書室を開くお手伝いができています。 

 ◉お掃除ボランティアへの参加ありがとうございます。子どもたちが下校してからの活動と

いう事で時間的にも参加しにくい活動ではありますが、それでもご協力いただけていることに

感謝します。Come on 北陵小学校との協働活動となり、地域の方々に助けてもらいながら子

どもたちの通う学校を清潔に保つ助けとなっています。 

どの活動も参加者を随時募集中です。いつでもご連絡ください。 

今後も引き続きご協力いただきますようお願いいたします。 

 



PTA入会の意思確認にご協力ありがとうございました。 

 皆さんのご協力のもと、集計した結果、北陵小学校では約６３％のご家庭に入会していただ

けました。 

入会届をとるにあたって多くの方からご質問いただきました。皆さんに知っておいて欲しい

ことをいくつかここで紹介したいと思います。 

Q: 入会しなかったら子どもたちにも影響があるの？ 

A:いいえ、全くありません。今年度は会費の使い方を見直し、昨年度まで会費から出して

おりました卒業記念品や紅白饅頭等の個人に還元するようなものは廃止、若しくは支出

の形を変えて継続するようになっております。 

Q: 入退会の時期はもうないの？ 

A:在校生の方は、入会届、退会届、どちらも今後は学校ホームページの PTA のページか

らダウンロードして使用するか、その環境にない方は、担任の先生に伝えていただい

て用紙を提出していただけます。再考するチャンスはいつでもあります。 

Q: PTAに入会するメリット、デメリットを教えてください。 

A:PTA はボランティア団体です。PTA だけでなく他のボランティア活動でも参加する人

それぞれのメリット、デメリットがあると思います。同時に、やりがいを感じられる

活動にできるか否かも参加する人の意思や熱量によるものだと思っています。 

 

今年度は毎年恒例の活動は少ないですが、改革のための活動は増えています。 

「今年は楽ちゃう？」なんて声が聞こえてきていますが、それなりに迷い、苦労していることも…。 

PTAの活動に関して、是非、皆さんのご意見をお聞かせください。よろしくお願いいたします。 

 

お知らせとお願い 

今年度卒業記念品などに関して 

 質問コーナーにも書きましたが、今年度当初の予算にも上げておりませんし、今年度は

PTA 会費を徴収しておりませんので PTA からの配付はございません。ご了承いただきま

すようお願いいたします。 

登下校時見守り協力ありがとうございます！ 

 ◉交通事故、不審者情報が増えております。保護者用ネームホルダーの着用とパトロー

ルベストの着用又は手に持っての啓発でも構いません。登下校の見守り時と共に玄関先で

の立ち話、犬の散歩、習い事の送迎の時等には町の安全の為にもご活用ください。 

よろしくお願いいたします。 

 ◉下校時に車道にはみ出したり坂道を走って下ったりする児童が見られます。 

すぐそばにある危険についてご家庭でも今一度話し合ってみてください。 


